
（１）意見提出件数　９件（提出者数３人）

（２）意見内容の分類

件数

１ 2

２ 6

３ 0

４ 1
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（３）反映状況の分類

件数

Ａ 8

Ｂ 0

Ｃ 1

Ｄ 0

9

神奈川県 県土整備局 河川下水道部 河港課

反映状況

反映した（している）意見、または賛意

反映できない意見

今後の参考とする意見

その他（感想、質問等）

その他

意見内容

合計

合計

令和５年３月

「金目川水系河川整備計画（素案）」に関する
県民意見及びこれに対する県の考え方

募集期間
令和４年11月７日（月曜日）～令和４年12月６日（火曜日）

治水に関する意見

利水・環境に関する意見

維持管理に関する意見



区分 番号

1 Ａ

2 Ｂ

3 Ｃ

4 Ｄ

№
内容
区分

反映
区分

1 2 Ａ

2 2 Ａ

3 2 Ａ

4 2 Ａ

5 1 Ａ

6 2 Ａ

7 4 Ｃ

8 2 Ａ

9 1 Ａ

その他

川隣りの田んぼを買収しながら工事をやってきているけど、田んぼからの排水や田んぼの使い勝手を考えていないの
で、周りの状況も考えながら護岸の高さや工法を考えてほしい。

その他（感想、質問等）

 「金目川水系河川整備計画（素案）」に関する県民意見及びこれに対する県の考え方

意見内容の分類

治水に関する意見

利水・環境に関する意見

維持管理に関する意見

反映状況の分類

反映した（している）意見、または賛意

反映できない意見

今後の参考とする意見

意見要旨 県の考え方

　河川整備においては、周辺の自然環境や景観との調和、多様な動植物の生息・生
育・繁殖環境の保全、河川利用への配慮など、河川環境を踏まえた川づくりを目指して
いきます。

金目川では堤防の工事が実施されていますが、今後は、更に自然に配慮した工事をやってほしいです。昔から花水
川とも呼ばれて、風光明媚な川でした。昔からの景観を壊さないように、お願いしたい。

田園地帯を流れる鈴川や歌川は、自然環境や景観に配慮して改修工事を行うようお願いします。 　河川整備においては、周辺の自然環境や景観との調和、多様な動植物の生息・生
育・繁殖環境の保全、河川利用への配慮など、河川環境を踏まえた川づくりを目指して
いきます。

金目川水系では、人が水辺に親しめるような改修工事を行うよう要望します。 　河川整備においては、周辺の自然環境や景観との調和、多様な動植物の生息・生
育・繁殖環境の保全、河川利用への配慮など、河川環境を踏まえた川づくりを目指して
いきます。

今までの大雨で、河内川では何度もあふれていて、非常に心配です。早めの工事をお願いしたい。 　河川整備については、河川整備計画の計画対象期間内において、時間雨量50mm
規模の降雨により発生する洪水をを安全に流下させるため、河内川も含めて河道整備
を進めていきます。
　また、河内川については、現在、下河原橋から神明橋の区間で改修工事に着手して
おり、引き続き、早期に完了するよう鋭意進めていきます。

渋田川を改修する際には、伊勢原市内の芝桜が消失しないように配慮して下さい。 　河川整備においては、周辺の自然環境や景観との調和、多様な動植物の生息・生
育・繁殖環境の保全、河川利用への配慮など、河川環境を踏まえた川づくりを目指して
いきます。

川の工事については、かなめネットにも相談しながら、自然を壊さないようにやって欲しい。

河内川では、何回も水があふれているので、早めに工事できるように対応して欲しいです。台風のたびにビクビクする
のはもう嫌です。直ぐに工事してください。

河川整備については、工事の仕方や工法など、地域住民の意見を聞きながら検討して欲しい。

　河川整備については、河川整備計画の計画対象期間内において、時間雨量50mm
規模の降雨により発生する洪水をを安全に流下させるため、河内川も含めて河道整備
を進めていきます。
　また、河内川については、現在、下河原橋から神明橋の区間で改修工事に着手して
おり、引き続き、早期に完了するよう鋭意進めていきます。

　河川整備においては、動植物の生息・生育・繁殖環境や景観、河川利用等に配慮
し、流域市町や地域の方々と連携を図りながら、治水上の安全性を確保するとともに、
自然環境や社会環境などに十分配慮した人と自然にやさしい川づくりを進めていきま
す。

　河川整備における具体的な構造などについては、時間雨量50mm規模の降雨により
発生する洪水をを安全に流下させることを基本とし、周辺の地形や土地利用などを考
慮しながら、事業の実施段階で検討していきます。

　河川整備においては、動植物の生息・生育・繁殖環境や景観、河川利用等に配慮
し、流域市町や地域の方々と連携を図りながら、治水上の安全性を確保するとともに、
自然環境や社会環境などに十分配慮した人と自然にやさしい川づくりを進めていきま
す。
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